
女
性
の
社
会
進
出
と

家
庭
内
資
源
配
分
の
再
考

Ｓ
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め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
４
０
年
に
向
け
た
政
府

の
推
計
で
は
、
積
極
的
な
経
済
政
策
の
下
で
、

女
性
の
労
働
力
人
口
は
現
在
の
水
準
を
維
持
で

き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
政

策
の
進
展
に
よ
り
、
男
女
平
等
の
管
理
職
登
用

な
ど
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
家
庭
内
で
は
性
別
に
基
づ
く
役
割

分
担
の
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
局
面
に
あ

る
。
21
年
の
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
の
公
表
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
無
償
労
働
時

間
に
お
け
る
男
女
間
格
差
は
依
然
と
し
て
大
き

く
、
女
性
が
１
日
当
た
り
３
時
間
44
分
、
男
性

は
同
41
分
と
極
端
な
差
が
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、

家
庭
内
に
お
け
る
固
定
的
な
役
割
分
担
が
残
存

し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

家
庭
内
の
不
均
衡
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
、

家
庭
の
す
べ
て
の
構
成
員
に
と
っ
て
仕
事
と
家

庭
生
活
の
両
立
が
難
し
く
な
る
。
そ
の
結
果
、

女
性
活
躍
推
進
政
策
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

家
庭
内
資
源
配
分
の
見
直
し
に
は
、
固
定
的

な
役
割
分
担
を
再
考
す
る
「
意
識
の
ジ
ャ
ン

プ
」
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
プ
に

は
新
た
な
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
が
進
む
一
方
で
、
夫
の

産
後
う
つ
や
夫
婦
間
で
の
共
通
の
ス
ト
レ
ス
が

増
加
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
厚
生
の
低
下
を
防
ぐ
と
同
時

に
経
済
成
長
を
促
す
た
め
に
は
、
企
業
に
よ
る

制
度
拡
充
だ
け
で
な
く
、
家
庭
全
体
が
新
し
い

在
り
方
へ
と
柔
軟
に
適
応
し
、
家
族
を
構
成
す

る
個
々
人
の
価
値
観
や
役
割
意
識
（
ノ
ル
ム
）

を
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

労
働
力
へ
の
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
家
計
の

変
化
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
家
庭
と
い
う
個
の

立
場
か
ら
見
れ
ば
、
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
伴
う
も
の
だ
か
ら
だ
。
こ
の
ノ
ル
ム
の
変

化
を
促
進
し
つ
つ
経
済
政
策
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
育
児
支
援
や
男
女
間
の
役
割
分
担
の
再

構
築
な
ど
、
国
全
体
で
の
包
括
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
時
代
で
経
済
成
長
と
国
民
の
厚
生

を
実
現
す
る
に
は
、
女
性
の
社
会
進
出
を
中
心

と
し
た
現
在
の
雇
用
政
策
と
家
庭
内
資
源
配
分

の
再
構
築
を
支
援
す
る
家
族
政
策
を
一
体
的
に

進
め
る
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。
当
事
者
の
一
人

と
し
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
未
来
の
持
続

可
能
な
社
会
を
築
く
基
盤
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

　

わ
が
国
の
人
手
不
足
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
12
月
の
日
銀
短
観
で
は
、
雇
用
人
員

判
断
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
が
マ
イ
ナ
ス
36
と
な
り
、

先
行
き
も
不
足
感
の
強
い
状
況
が
続
く
。
こ
の

人
手
不
足
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中

で
長
期
的
な
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
高
齢
化
に
伴

う
労
働
力
供
給
の
減
少
が
消
費
活
動
の
低
下
以

上
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
労
働
力
不
足
と
い
う
成
長

制
約
を
克
服
す
る
た
め
、
女
性
の
活
躍
推
進
が

重
要
な
政
策
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き

た
。
特
に
、
25
〜
39
歳
の
女
性
の
労
働
力
率
が

北
欧
諸
国
に
比
べ
て
低
い
こ
と
は
早
期
か
ら
問

題
視
さ
れ
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行
や
育
児

休
業
制
度
の
拡
充
と
い
っ
た
多
様
な
政
策
が
進
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